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目　 白勺　： 今 日 の 家 庭 生 活 で は-  高 齢 化 や 地 価 高 騰 な ど 多 く の 問 題 を 含 み な が ら 、 新 し い

展 開 と し て 、 家 族 周 期（Iラ イ フ サ イ ク ル)    に 対 応 し た 住 居 が 求 め ら れ て い る 。 家 庭 生 活 を

反 映 し や す い 住 空 間 と し て 、 特 に 「 居 間 」 に 着 目 し 、 家 族 の 周 期 段 階（ ラ イ フ ス テ ー ジ ）

ご と の 住 要 求 の 変 化 と 生 活 空 間 の 関 わ り に つ い て 、 居 間 に お け る 生 活 実 態 調 査 の 分 析 を 行

い 、 今 後 の 居 間 の あ り 方 に つ い て 考 察 す る 。

方｀　1去　 ： 家 族 の ラ イ フ ス テ ー ジ を 、S     1　； 第 １ 子 出 生 前 、S    2    ; 第 １ 子 未 就 学,     S   3    ;

第 １ 子 小 。･中 学 生 、S    4    ; 第 １ 子 高 校 生 以 上 、S    5    ; 子 供 の 独 立 以 後 、 の ５ ス テ ー ジ に 分

類 し 、 各 ス テ ー ジ 約1  0家 族 計52 恥 族 を 調 査 し た 。 調 査 方 法 は 、 住 宅 訪 問,  s 間 ス ケ ッ チ と

家 族 代 表 者 へ の 質 問 （ 調 査 用 紙ic 基 づ く ） 。 調 査 内 容 は 。 家 族 構 成 と 住 宅 概 要 、 居 間 の 現

況 ・ 平 面 等 、 居 間 の 使 用 状 況 （ 時 間 ・ 内 容 等)   , 居 間 に 対 す る 意 識（ 住 要 求 等 ） で あ る 。

糸吉　身乏　： ① 居 間 の 現 況 で は 、 環 境（ 日 照 ・ 面 積 等 ） や 設 備(  家 電 機 器 等 ）が 全 ス テ ー ジ

に わ た り 居 間 の 生 活 を 左 右 し 、 機 能 と 起 居 様 式 はS    2 とS    5 各 ス テ ー ジ で の 使 用 法 に 大 き

く 関 わ る 。 ② 居 間 の 使 用 状 況 で は 、 夫 婦 で 一 緒 に 事 を 行 うS     1 に 対 し,      S   2 とS    3 で は 家

族 全 体 で の 居 間 使 用 は 少 な く 、 父 親 の 不 在 が 多 い 。S    2 で は 居 間 を 子 育 て の 場 と し て 使 用

し 、S    4 で は 主 婦 の 自 由 時 間 使 用 、S    5 で は 老 夫 婦 の 独 立 内 容 長 時 間 同 時 使 用 が 多 い 。 ③

居 間 に 対 す る 意 識 で は 、 居 間 の 中 心 がS    2 とS    3 で は 父 親 と 子 供 で あ る の に 対 し 、S     5 で

は 妻 と な る 。 ま た 、S    2 で は 家 族 増 貝 に 伴 う コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、S    5 で は 安 ら ぎ ・ コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 使 い 勝 手 を 同 時 に 望 ん で い る が 現 実 と の 間 に な お 差 が 認 め ら れ る 。
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今 日 の 家 庭 生 活 は 、 さ ま ざ ま な 領 域 で 急 激 な 変 化 が 進 行 し て お り 、 住'宅 や 住 生 活

像 も 、 現 在 ま で の ト レ ン ト 上 に は 予 測 し 難 い も の が あ る 。 即 ち 、 戦 後 の 国 民 の 住 生

導 し て き た 計 画 論 や 人 々 の 住 意 識 炒 、 質 的 な 転 換 期 に 達 し て い る と 考 え ら れ る 。 本

ご う し た 視 点 か ら 、2     1 世 紀 に 問 わ れ る 住 宅 像 を 把 握 す る 一 つ の 試 み と し て 、 居 住

活 意 識 と 住 要 求 の 関 わ り を 考 察 し た も の で あ る 。

法　 住 ま い の 将 来 像 に ー 定 の 積 極 的 関 心 を 有 し て い る 需 要 層 で あ る こ と 、 統 計 的 処 理

に 耐 え う る 回 収 か 期 待 で き る こ と を 対 象 選 定 の 条 件 と し て 、 住 宅 フ ェ ア ー ヘ の 入 場 者 を 調

べ る こ と と し た 。（ 調 査 実 施 日)     1992 年1  0月 ２日 ～ ８日 ・（ 調 査 対 象 者 ） 千 葉 市 幕 張 メ ッ セ

の 住 宅 フ ェ ア 一 入 場 者 ・(  配 票 回 収 状 況 ） 有 効 回 収 票 数1,097 票 。

結 果　 （ 基 本 属 性 ） 平 均 家 族 人 数 は3  . 3人 で 核 家 族 が 全 体 の57.3 ％ に 達 し 、中 で も 長 子 が

成 人 の 世 帯 は30.7 ％ と 多 く 、 家 族 周 期 は 後 期 に 属 す る 世 帯 が 多 い 。 住 宅 条 件 で は 約Ti%  が

持 家 層 で 、 平 均 延 床 面 積10  1 . 5ni'平 均 室 数5  . 1室 と な り 、 一 般 的 な 持 家 層 の 住 宅 水 準 の 居 住

者 が 主 体 で あ っ た 。(  次 住 宅 志 向 ） 次 住 宅 は １ ラ ン ク 上 位 の 住 宅 が 求 め ら れ 、平 均 で136.

4m'  ■ 6室 程 度 が 望 ま れ て い る が 、 そ の 中 身 は 家 族 規 形 態 に よ っ て 異 な っ て い る 。L       ■ D ■ K

の 構 成 に つ い て は 三 室 分 離 型 が30.3 ％ と 最 も 多 か っ た が 、 く つ ろ ぐ ・ 食 べ る ・ 作 る 行 為 の

住 空 間 上 の 機 能 の 違 い が,     L   D   K 面 積 の 違 い に よ り 多 様 な 構 成 を 必 然 化 し て い る こ と が 分

か る 。（ 生 活 観 ） 居 住 者 の 生 活 意 識 を 、 数 量 化 解 析 に よ り ４ タ イ プ に 類 型 す る と 、 そ れ ぞ

れ の タ イ プ が 次 住 宅 志 向 の 内 容 を 特 徴 づ け る 意 識 要 因 と な っ て い る こ と が 指 摘 で き た 。
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